
Change

応援
セットで

時給

以
上
に

京都は観光客が増えて、景気がいいように見えますが

儲かっているのは外資系や東京などの大資本ばかり。

仕事とお金を地元にまわしてこそ景気回復。

中小零細企業の支援とセットで

時給1500円をめざします。

なりわいをつなぎ、

まっとうに儲かる京都へ変えましょう。

勤労者世帯の
1カ月間の実収入
5年間で14万円も減

「京都市統計書」より

1500円

2013年

57万
3,159円 43万

2,391円

2017年

中小　企業 働く人
➡

➡
➡

�市内の雇用者報酬は�
10年間（2006年

～2016年）で�
2200億円も減少

�事業所減少率は 
政令市でワースト2

�非正規雇用率は 
政令市でワースト1

京都市はいま！

（1世帯あたり）

公契約基本条例
を改正し、時給

1500円に

賃金規定と地元優先発注を明記

悪質企業・悪質
バイトによる被

害を防止

「働く人を守る条例」  を制定（
仮
称
）

零
細

なりわいをつなぐ～まっとうに儲かる京都へ



Change

これが政治の役割だとするならば、私には在野法曹

の立場で十数年その仕事をしてきた知識と経験、

自負があります。それを活かして、市民の皆さんの

ために全力で市政にあたっていきたいと思います。

「光のあたらないところに光をあてる」

生きられる社会へ

誰もが

福山和人弁護士

つなぐ京都2020は、以上の見解を発表しましたので紹介します。
2019年12月17日　No.1430���発行/つなぐ京都2020
〒604-8383京都市中京区西ノ京小堀町2-4　TEL.366-3365

「福山和人LINE公式」で、
訴えや日々の情報をキャッチ！

政策や活動日程を
ご覧いただけます。

福山和人
オフィシャルサイト

多様な個性を尊重しあう
京都を実現する

あらゆるハラスメントを�
許しません

朝鮮学校等に対する学費・
幼保無償化の除外見直し
を国に求め、実現までの間、

市独自の無償化をめざす

ひとり親家庭、民族的少数者、�

ハンディキャップのある方、ＬＧＢＴ

等の方などが、不利益のないよ
うにする

「パートナーシップ条例」�
（仮称）の制定をめざす

「ヘイトスピーチ規制条例」 
（仮称）を制定する

ジェンダー
平等

福山和人さんの訴えを紹介します

らしく

いっしょに考えよう。
登録待ってます！

公式


